
将来推計人口について   



将来人口推計について   



将来人口推計の基本的考え方  
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将来人口推計の計算手順の概略と必要な仮定値  

足下の性・年齢別人口（国勢調査結果）を基に、   
①将来の出生、（診将来の死亡、③将来の国際人口移動  
の仮定より、1年ずつ将来の人口（性・年齢別）を推計。  

（※ ①～③の仮定は過去の推移を基に設定される。）  

→ これらの仮定値が決定すると自動的に将来推計人口は計算される。  

3   



（期間）合計特殊出生率の推移と将来人口推計（平成14年推計）における仮定値  

【直近の推移】  

平成12年  平成13年  平成14年  平成15年  平成16年  平成17年  
（2000）  （2001）   （2002）   （2003）   （2004）   （2005）   

実績   1．33   1．32   1．29   1．29   1．25  

中位推計  1．36  1．34  1．33  1．32  1．32  1．31  

低位推計  1．32  1．29  1．27  1．25  1．22   
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中位推計の最低値  
1．3062（2007年）  

△  

l  l  

△・－△・・・ム・・△・－ 

l   

】  
△・一也－・－△一・－ト ート  

1  l  

⊥  

「▲ i低位推計  
l  

l  

l  l  

l   

l  l  

l  

1．0  
年次  昭和60（1985）年  平成2（1990）年  平成7（1995）年  平成12（2000）年  平成17（2005）年  平成22（2010）年  平成27（2015）年   

これまでの人口推計では、常に実績が中位推計を下回り低位推計に近い水準で  

推移してきたため、甘い推計との批判がある。  
4   



出生率の仮定設定の基本的考え方（平成14年推計）  

出生率の仮定は、コーホート別（出生年別）の出生等の推移を将来に投影して設定。  

● 2000年時点で判明している実績  

一‥平成14年中位推計の仮定値  

コーホート合計特殊出生率  

（49歳までの累積）  出生途上の実績  

を反映し低下  
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1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 コーホート  1935 1940 1945 1950 1955 1960  

（2000年時点の年齢）  50歳  35歳  15歳  0歳 （出生年）  

コーホート合計特殊出生率の仮定値は、通常の（期間）合計特殊出生率の  
仮定値に見られるような反転はない。  5   



参照コーホート（1985年生）の出生仮定設定の考え方（平成14年推計）  

の  
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【参考】晩産化の進行に伴う（期間）合計特殊出生率反転のメカニズム  

出生コーホート  

（出生年別の人口集団）  
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【参考】年齢階級別の出生率の推移  

生  
∝〉   

’00 西暦’05   ’55  ’60  

8  




